



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日清戦争の史料二，三について 原田敬一 371 
を呼びかけて 9月末には5442円89銭 2厘を集めている (r大阪毎日』明治27.9.29)0
「大阪毎日』社説「大に軍資を拠出すべし」は， 1"常に国家の擁護と人民の尊崇を受く
る」華族や豪商などは「斯かる有事の時に当て量に奮発一番大に資財を掬って以て奉
公の誠を表せざる可けんや」と，大いなる献金を勧めた(明治27.8.8)。
前記『日清戦史』は，陸軍他兵部に届けられた献金合計を220万9770円70銭 5厘，
献納人員216万4686人(ほかに評価額70万8634円33銭6厘分の寄贈品，寄贈人員94万
9128人。別に外国人34人による献納金879円62銭5厘がある)と記録している(第八
巻， 143頁)。これらを地域で階層や動機などを確かめてし、く作業はまだ残っている O
『日清戦史』では，従軍した内地新聞社66，従軍僧侶55名(浄土真宗両派，天台宗，
真言宗，浄土宗，臨済宗，日蓮宗，曹洞宗)，従軍神官6名(蚊神社，金光教，神宮
教)を数えている(第八巻140，.141頁)。これらの宗派の主体的な関わりかたも未検
討であろう O
4.戦争文学について
「戦争文学」と言えば， 日露戦争の際の「肉弾」や「此一戦」が取り上げられ，あ
たかも日露戦争の経験が国民の戦争体験として一般化され8)，第一次世界大戦(日本
の場合は中国の青島と南洋諸島を戦場とした 「日独戦役」として考えたほうが，国
民意識として妥当であろう)や15年戦争まで維持されていたと恩われている O
しかし，中世の軍記物を除けば，戦争を題材として取り上げた「戦争文学」は日清
戦争から始まるo 1894年9月国民新聞社に正式入社した国木田独歩は，すぐさま志願
して海軍の従軍記者となり， 10月中旬から翌年3月上旬まで軍艦千代田に乗り組み，
「海軍従軍記jとして『国民新聞」に通信を続けた。これが，独歩の没後，弟にあて
た手紙の形を取った部分があることから r愛弟通信』と命名されて刊行されたもので
ある(1908年1月，左久良書房)9)。そのほか，独歩最初の創作集である『武蔵野J
(1901年3月)に収められた「置土産J(r太陽J1900年12月号)など， いくつかの作
品をまとめた 10)。開戦のころ，たまたま金沢に帰っていた泉鏡花も，金沢歩兵第七
8) r戦争文学集.n(改造社版『現代日本文学全集』第49篇， 1928年)は，桜井忠温の「肉弾」
「銃後j，水野広徳「此一戦」の三編を収録しているが，いずれも日露戦争に題材を取ってい
る。木村毅編『明治戦争文学集.n(筑摩書房版「明治文学全集』第97巻，1969年)も， I肉弾」
「此一戦」に，渋川玄耳「従軍三年j(抄)とレンガー ド「剣と恋j(抄)や，それ以外を加
えているが，同じく日露戦争ものを基本としている。
9) 塩田良平「解説j，国木田独歩『愛弟通信.n(岩波文庫， 1940年)所収。
10) 塩田良平「解説j，国木田独歩「武蔵野.n(岩波文庫， 1939年)所収。
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聯隊の見聞からこの戦争を記録し， ~予備兵』や「海城発電』などの文学作品として
遺した。
日清戦争は狭義の兵員の動員としては少なかったから，人々の体験談より，彼らの
報道記事や文学作品を通じて，国民は日清戦争に触れたとも言えるO そこには何が書
かれ，民衆に何が伝えられたのか，十分再検討に値する課題である。
むすびにかえて
従来，日清戦争と日露戦争は，戦争の規模の違いが強調された。日露戦争が， 100 
万人近い兵員の動員を行い， 15億円以上の軍事費を使った「総力戦」とも呼ばれる国
民的規模の前線・後方の戦争参加が見られたのに対し，日清戦争は24万人の動員で，
軍事費も約2億円であり，圏内に与えた影響も少ないとされた。しかし，軍夫に関わ
る諸問題をそこに付け加えたならば，日露戦争と日清戦争はそんなに大きな違いがあ
るだろうか。軍夫は15万人動員されたのだから，兵員に加えると約40万人となり，日
露戦争の約半分になるO さらに，軍夫は15万人ではなく，一応，日清戦争15万4000人，
台湾戦争2万6000人の合計18万人と考えることができょうか。損害は兵員が明らかに
なっているだけで，軍夫については前述したように明確な軍事統計はなし」こうした
数字から考えても，近代最初の対外戦争として，民衆に与えた衝撃は大きかったと言
えるのではないか。
本稿は検討すべき史料と課題を指摘したにとどまっており，今後〈民衆と日清戦争〉
を考えていくための最初の一歩に過ぎなし、。
〔付記〕本研究は， 1993年度文部省科学研究費一般研究 (C)I日清戦争の社会史的
研究J，f弗教大学総合研究所から各々助成を得ている O
小論の成立過程で，鷹陵史学会大会，悌教大学総合研究所「アジアのなかの
日本」研究班で，それぞれ報告の機会を与えていただいた。この場を借りてお
礼申し上げる。
(悌教大学文学部助教授)
